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課題
＜段取り工程＞
①入荷作業：部品入荷→部品確認→仕分け→管理棚→員数記入
②製造前準備作業：使用部品確認→払出し→員数記入→部品乾燥
⇒①及び②の段取り作業をすべて手作業で行っている。

＜検査工程＞
・基板実装後の外観検査：保有する２Ｄの画像検査装置では、真上からの平面画像
処理のために立体的に検査することができず、人による目視検査で補っている。

＜工数管理＞
・生産品種/品目が多く、また小ロットの試作と量産が混在し、製品によって使用す
る設備や人が異なるので、どの製品がどれだけの工数がかかっているのか把握が
できていない。

＜効果＞
・段取り工程が自動化され、①入荷作業:50分短縮、②製造前準備作業:39分短縮とそれぞれ
大幅な短縮につながった。
また交換部品が自動払い出しされるので、設備の待機時間の短縮にもつながった。

・検査工程では、３Ｄ画像検査装置が立体的な検査を可能にしたので、検査品質も検査速度
も人の目視検査の上位互換となり、更に自動搬送装置と組み合わせによりワンオペレー
ションとなり、従来の７人の作業から１人の作業に省力化ができた。

・工数を自動で数値化し、ﾘｱﾙﾀｲﾑでの管理ができるようになり、工数の見える化が実施でき
た。

＜今後の展望＞
７,４００時間/年の作業時間の削減が可能になり、この削減できた時間を有効に活用し

て機械生産のできない「人の技術力（アナログ技術）」を向上するための教育訓練の実施
しまた工数の見える化により、的確な目標工数と現場改善をもたらし、デジタルとアナロ
グの両面を最大限に発揮して差別化を図ることができるようになる。

事業の効果、今後の展開

実施内容

段取り工程及び検査工程の自動 工数の見える化システムの導入

段取り工程をすべて自動化するため、株式会社FUJI社製の自動部品保管庫sTowerⅡ2200を

導入した。部品投入口に部品を置くだけで自動でバーコードを読み取り、部品の種類や型番、

員数を解析し、自動で仕分けされ保管される。さらに庫内はドライ状態でなので、部品の乾燥

工程も不要となった。また、実装する際は、登録された製品名を選ぶとその製品に使用される

部品のみが自動で払い出されるので、部品の入荷から部品の払い出しまでの作業のほとんどが

自動化につながった。

検査工程を自動化するために日本ミルテック社製の３D画像検査機「MV-6emOMNI」と

EUNIL社製基板搬送装置を導入した。立体的な検査が可能になることで、従来の２Ｄでは対応

できなかった基板の検査が行えるようになる上、合否判定の精度が確実になるので、現在７人

で行っている目視検査がすべて３D画像検査機に置き換えることができるようになった。また

２D画像検査機で発生していた虚報の発生が３D画像検査機では解消された。

自動的に工数管理ができるように各生産ラインや作業台に専用タブレットを配置。実装機を

開始する時に生産指示書の生産指示No、工程をスキャンして設備と作業員を確認し、STARTボ

タンをタップ。完了時にはSTOPボタンをタップして、時間を取得する。後工程では、生産指

示書の生産指示No、工程をスキャンして設備と作業員を確認し作業を開始します。終了時には

、作業時間と実績数を登録することで作業者への工数管理の負担を徹底的になくし、ルーチン

化。頻繁にロットや品種、量産や試作が混在する環境下においても、作業者は指示書のスキャ

ンとタブレットへの出来高入力のみとなり、タブレットはネットワークを介して事務所内にあ

るサーバーに接続し、情報をリアルタイムで自動更新。この一連の流れにより、「誰もが簡単

かつ負担を限りなくゼロに」しながらすべての工数を自動的に数値化し、リアルタイム管理を

行うことができるようになった。


